
とってよいものとなるように私としても努力し

ていきたい。

　2020年度は、コロナ禍対応に追われた一年で

あった。

　環境政策計画学科では4月に39人の入学者を

迎えた。しかし、4月7日に予定されていた入学

式は中止となった。授業の開始は、一旦、4月

22日に延期され、さらにその後、緊急事態宣言

が発出されるなどしたことから、5月11日に再

度延期された。その間、学生たちは自宅待機と

なった。また在学生オリエンテーションも延期

となった。それを受けて、「生きている・でき

る・ありがとう」と題した新入生・在学生への

学科長からのメッセージを、オンラインで公開

した（https://depp-usp.com/archives/5131)。

人影の少なくなった学内では、私の研究室の前

の草地でタヌキが昼寝するという珍事も起きた

（4月17日）。

　その間、学科では、遠隔授業開始に備えて、

全ての学生の自宅での情報機器・回線環境の個

別確認を行った。そして、いよいよ5月11日か

ら、遠隔授業が始まった。突然のオンライン化

によって、私は21世紀版「文明開化」の世界に

放り出されたように感じられた。大学情報シス

テム上にオンデマンドの授業資料をアップロー

ドし、毎授業毎に課題提出・回収を繰り返しな

がら、少人数クラスは、会議ソフトで行うこと

となった。学科では、遠隔授業期間中の学生の

状況を把握するため、アンケート調査を月に一

回行った。学生の方でも、遠隔授業に伴う個別

授業ごとの課題提出に追われて大変だったよう

であった。また通学が無くなったことが大きな

要因と思われるが、昼夜逆転してしまったとい

う学生も複数いた。毎日繰り返される通学が学

生の体調管理に大きな役割を果たしていること

を改めて認識した。

　なお、月例の学科会議は、感染防止策を取

り、開催場所を従来と比べはるかに広い演習室

に移して、基本的に対面で続けることができ

た。オンライン化の趨勢に合わせて、年度途中か

ら、会議資料はオンラインで提出・保管するこ

とに決まり、会議のペーパーレスが実現した。

　例年開催されている5月と9月の卒業研究中間

発表会は、オンラインで行われた。パソコン等

の画面を見ながらの発表・試聴・意見交換に

は、対面以上の集中力を要するため、4回生・

教員を二つのグループに分けて、実施した。そ

れぞれのグループの発表会を録画して、自分の

参加しなかったグループの発表を後で見られる

ようにした。学生たちのオンライン技術の習熟

は早く、基本的には円滑に行われた。他方、二

つのグループに分けたために、コメントできる

教員の数が実質的に減少するとの影響もあっ

た。

　オープンキャンパスは、全学でオンライン対

応となったが、当学科でも、学科ホームページ

上の特設コーナーを8月31日から公開し、学

科・学生紹介ビデオの提供、教員・卒業研究紹

介を行った。学科・学生紹介のビデオは、学生

たちが作成したが、高水準のものとなった。

（https://depp-usp.com/archives/5299)。　

　後期から授業をほぼ対面で行えるようになっ

たので、ほっとした。大都市圏等では、キャン

パス閉鎖が一年間続いた大学も多かったことと

比べると、幸いであった。ただし、感染予防に

注意しなければならず、少人数クラスは、

Zoom等遠隔の双方向授業で行う場合が多かっ

たと思う。例年であれば、私は少人数クラスで

はお茶を入れて、くつろいでもらいながら学生

たちと議論していた。しかし本年度は、それが

できなかったことは残念であった。

　コロナ禍の影響は、卒業研究にも及んだ。従

来であれば現場を訪れて関係者に面談する場合

が多いが、2021年度は、コロナ禍のため、面談

を電話インタビュー等に変えざるを得なかった

場合も多かった。また、調査対象によっては、

コロナ禍の影響を強く受けた業種・現場もあっ

たため、研究計画を一部見直さざるをえない学

　環境生態学科では４月に 35人の入学者を迎え

た。2年生と3年生は共に30名である。4年生以

上の33名の内、31名が卒業し2名は残念ながら

退学した。新型コロナ感染症が流行して景気が

低迷する中、就職環境は例年に比べて厳しかっ

たが、卒業生の中の就職希望者が全員就職でき

たのは学科長として喜びである。

　この1年は、新型コロナウイルス感染症の流

行に振り回された。前期授業は、開始が遅れた

上に、ほとんどの講義が遠隔講義となった。学

生も教員も初めての経験で手探り状態での講義

の実施であった。本学および本学科の特徴でも

ある、野外での対面での実験・講義や調査を、

学生に経験させてやれなかったのは非常に残念

であった。幸い、後期においては、対面授業を

当初はやることができた。しかし、それも1月

に入って、首都圏や関西圏等に緊急事態宣言が

出されたため遠隔講義に切り替えとなった。卒

業研究における指導も、パソコン等の画面を通

した遠隔の指導が多くなり、実験や調査におけ

るコツを含めた注意事項を伝えるのに苦労し

た。学生も指導する教員も、もどかしい思いを

何度も味わったと思う。そういう状況にも関わ

らず、4年間の学生生活の締めくくりともいえ

る卒業論文発表会の内容は、例年に勝るとも劣

らないものであった。逆境を乗り越えた卒業生

たち、および指導した教員たちを誇りに思う。

　新型コロナウイルス感染症は学生生活を変え

た。｢三密」を避けるため、多人数による宴会は

避けるべきこととなり、学生食堂には、1席毎

に仕切りが設けられ、｢黙食（だまって食べるこ

と）」が推奨された。部・サークル活動も大き

く制限された。私自身も、食堂で食事をしなが

ら学生たちと会話するのが密かな楽しみであっ

たがそれができなくなった。約40年前になる自

身の学生生活を思い返すと、食堂やコンパ（宴

会）や下宿先の狭い部屋での友人同士との会

が、大きな楽しみでありストレス発散であり、

人格の形成や学業への向上心につながっていた

と思う。新型コロナウイルス感染症対策の名の

下に、その機会を奪ってしまったことに忸怩た

る思いがある。もちろん、今の学生たちには、

SNS等、私の学生時代にはなかった新たな意思

疎通（コミュニケーション）の手段がある。し

かし、対面して相手や場の様子を感じながらの

会話以上に、効率的な意思疎通の手段はない筈

であり、その機会を奪ってしまったことは問題

だろう。｢ポストコロナ」という何となく耳障り

のよい言葉の下で、引き続きその機会を無批判

に奪い続けることがあるとすれば，それはよろ

しくないと考える。就職する場合はもちろん、

進学する場合においても、意思疎通の能力は必

要とされるからである。

　1995年の開学以来、長く本学科の琵琶湖にお

ける調査研究に使われてきた調査実習船「はっ

さか」（全長12.6m、定員18名）が耐用年数に

達し、新しい船（全長15m、定員24名）が来年

度から本格運用される。名前を公募した結果、

「はっさかⅡ（にせい）」となった。｢はっさか

Ⅱ」は大きくなり安全性も増した。結果とし

て、今までの「はっさか」では、風速5m/s以下

でないと出航できなかったのが、「はっさか

Ⅱ」では、風速5m/sを越えて7m/s程度までな

ら出航できる見込みである。遮る物のない琵琶

湖の上では、風速5m/sとなることはよくあり、

快晴なのに出航できないことがよくあった。収

容人数が増えたこともあり、｢はっさかⅡ」に

よって、より効率的に教育・研究が行えること

になると確信している。

　教員組織と教育組織を分離する「教・教分

離」が、2020年度におけるいくつかの準備作業

を経て、当初計画（滋賀県立大学第3期中期計

画）から1年遅れで2021年度から始まる。大学

における学部-学科といった教育組織と一体と

なっている教員を、別の組織（滋賀県立大学で

は「〇〇研究院」）に所属させる形を取ること

で、教員の身分に配慮する必要なく、社会・時

代の要求に合った教育組織（大学組織）の改革

を行おうとするのが「教・教分離」の目的であ

ると私は理解している。いずれ行われるであろ

う滋賀県立大学の改革が、学生および教職員に

生たちもいた。

　コロナ禍の困難のなかでも、ほとんどの4回

生が卒業研究を完成することができた。2月2

日、3日、卒業研究の研究審査会を、例年通り

交流センターホール（定員600名）にて、対面

で行えたのは幸いであった。ドアを開けて換気

を確保しつつの開催であった。その際、希望す

る者にはリモートでの発表も認めるハイブリッ

ド形式とした。ただし、例年であれば、3回生

も傍聴する習わしであったが、感染予防のた

め、出席者を4回生と教員（計約50名）に絞ら

ざるをえなかった。

　3月には、瀧准教授が優秀職員として学長か

ら表彰された。理論・実務ともに精通した流域

治水政策の研究者として認められており、水害

や国土交通省の「流域治水」への政策転換に関

連し、新聞・専門誌・テレビに多数出演し、本

学の地に足のついた研究姿勢を広く一般に伝え

るとともに、知名度向上に大きく貢献したこと

が、学部長からの推薦の趣旨であった。

　令和3年度は、9月卒業1名を加え、40名が卒

業した（https://depp-usp.com/archives/5582)。

　令和3年度入試（一般選抜）の志願倍率につ

いては、前期日程6.3倍、後期日程12.9倍と高め

であった。隔年で見られる倍率変動に加えて、

コロナ禍で大都市の大学で多かったキャンパス

長期閉鎖の影響もあったかもしれない。

　2019年度末に伊丹清講師が退職され、その後

任として鄭新源講師を迎えて、本学科教員定数

の14名で2020年度がスタートした。鄭先生

は、韓国の嘉泉大学校一般大学院を修了後、韓

国の建築設計事務所に勤務され、その後、東京

大学大学院博士課程を経て、日建設計総合研究

所と千葉大学・東京理科大学で環境工学に関す

る研究に従事された。オフィスビルや公共施設

での光環境や温熱環境の測定と執務者に対する

環境心理のアンケート調査など、より良い室内

環境づくりを目標として建築環境工学の幅広い

分野で研究を行ってこられ、建築環境工学に関

する研究と実践教育両面で優秀な人材として、

本学科のスタッフの一員に加わっていただい

た。しかし、2019年度末からの新型コロナウイ

ルス感染症拡大の影響で、伊丹先生の退職記念

祝賀会や鄭先生の歓迎会が開催できなかったの

は、非常に残念であった。

　2020年度は、新型コロナウイルス感染症に振

り回された1年であった。2019年3月末時点

で、大学からは、感染防止対策を実施した上で

4月8日に通常授業を開始できるよう準備の指示

があったが、本学科では、4月17日まで対面授

業を行わない方針を検討していた。その後、前

期授業開始を4月22日とすることが大学から周

知されたが、本学科では、5月11日まで対面授

業は行わない方針を決定した（4月22日～5月

10日は課題等で対応）。さらに、4月9日には、

本学科の学生に対する教員メッセージを学科HP

で公開した（学生に向けた学長・副学長メッ

セージの公開は4月17日）。学科学生の通信環

境に関するアンケートも全学に先行して実施し

たが、このような機動的かつ柔軟な対応は学科

教員の発案によるものであり、そのおかげで、

本学科では全学に先んじたコロナ対応をとるこ

とができた。最終的には、大学全体で前期授業

は原則、遠隔授業となった。授業開始当初には

学生・教員ともに遠隔授業に戸惑う場面もあっ

たが、早めの準備が奏功し、本学科特有の設計

系の演習科目でも大きな混乱もなく遠隔授業に

対応することができた。

　後期には対面授業に戻ったが、感染再拡大の

影響で1月に再度、遠隔授業対応となった。本

学科の最大のイベントである卒業研究・卒業制

作発表会も、その実施方法について、開催直前

まで協議が続けられ、最終的に、対面と遠隔の

ハイブリッド形式での実施となった。例年とは

異なる実施方法のため、いくつかの問題点も

あったが、全体としては順調に実施されたと言

える。学科として、この種の発表会をハイブ

リッド形式で実施する上での貴重な経験にも

なった。この発表会では56名の学生が発表を

行ったが、コロナ禍の状況にもかかわらず、確

たる自分の信念を持ちながら、1年間地道にか

つ丁寧に課題に取り組み、優れた成果をあげた

ものも見られた。

　新型コロナウイルス感染症は災厄であるが、

それによって、学生・教員は、少なくとも1年

前に比べて、オンライン会議・授業のスキルを

相当にアップさせている。この困難な状況が、

人の成長や社会・組織の発展のチャンスである

と捉えたい。

　2020年度、生物資源管理学科では、4月に住

田卓也先生が講師として着任され、教員18名の

メンバーでスタートを切った。住田先生は植物

病理学がご専門で、植物病原糸状菌を中心とし

て、微生物農薬の開発、病原菌の感染制御メカ

ニズムの解明等の研究を行っている。入学者62

名を迎え、平穏に新学期を迎えた。・・・となる

はずであったが、実際には、2019年末から拡大

したCOVID-19パンデミックの対応に追われて

右往左往しているうちに、あっという間に1年

が経過したというのが正直なところである。

　この原稿を書くために本年度の記録を改めて

確認していたところ、4月1日の学科長着任の挨

拶として学科教員に送ったメールに「4月19日

までは大学に来ないように、学部生・大学院生

に周知徹底をお願いします」と書かれており、

当時の緊迫した雰囲気を思い出した。「4月6日

の臨時学科会議の予備メール会議」の記録で

は、｢4月20、21日に実施するオリエンテーショ

ンの内容は予定通りでいいか」｢動植物管理のた

めに学生を登校させる際の基準は？」｢現段階で

不明な点、事務局への問い合わせ項目のとりま

とめ」などが協議されていた。本学科の教員

が、研究室の学生の状況を熟考し、場合によっ

ては他大学から情報収集し、この困難な中でど

のように研究・教育活動を行うかを真剣に考え

て議論してきたことの貴重な記録ではないかと

思った。入学式の式典中止、オリエンテーショ

ンの中止、それに引き続いて前期授業開始が延

期となることを受け、学科では学生へ学科ホー

ムページ等を用いて情報発信を行った。学科教

員の寄せ書きを急きょ準備、4月15日付で配信

した。インターネット環境に関する学科アン

ケートも4月20日の段階でとりまとめた。

　教員間で情報交換すべきことは多いが、県外

から公共交通機関で通勤している教員も少なく

ない中、会議のために一つの部屋に集まること

自体がクラスター発生のきっかけとなることが

危惧された。4月定例学科会議は、来学可能な

者は対面での会議に出席、参加できない者は

メール参加とした。5月以降は、入試関連な

ど、オンラインでは資料の共有が難しい議題な

どについてまず対面で審議、そのあと各自の研

究 室 に 戻 っ て Z o o m （ 7 月 ま で ） も し く は

Microsoft Teams（9月以降）に移行して遠隔で

会議を継続するという「時間差ハイブリッド」

形式により学科会議を実施していた。

　5月11日に前期講義が遠隔で開始したが、そ

の直後の学生からのレスポンスは「体育や実験

実習などが遠隔の座学で終わってしまい悲し

い」「やりがいを感じられない」「パソコンの

画面を見すぎて目が痛い」など、読んでいる教

員の側も辛くなるような内容であった。課題の

やりとりの際の通信トラブルなども頻発してお

り、遠隔講義のトラブルシューティングで悪戦

苦闘の日々であった。

　このように、波乱の中で進行していった2020

年度であったが、夏が近づくにつれて遠隔講義

のノウハウも徐々に蓄積、集中式の対面の実習

が始まり、後期は制限があるものの、ともかく

対面式の講義・実習を行うことができた。本学

科は、環境科学部で一学年当たりの人数が最も

多いこともあり、三密回避対策に特に配慮する

ことが必要であった。年明けからは再度状況が

悪化して遠隔に逆戻りとなった。

　卒論発表会は、Microsoft Teamsを用い、3つ

の「部屋」で同時進行する形で実施した。実質

半年程度の研究活動でも、研究計画がきちんと

立てられていればまとまった成果が上げられる

こと、また、遠隔でも卒業研究を十分プレゼン

テーションできるという感触を持った。一方、

音声が流れなかったり、パワーポイントの画面

が固まったり、録画のスタートボタンの押し忘

れなど小さな運営上のトラブルは時々起こって

いた。あたふたする教員を尻目に、座長を務め

る大学院生が冷静に対処していたのが印象的で

あった。

　3月20日には学位記交付式を交流センターで

実施し、72名の卒業生を送り出した。卒業生で

は、東出真帆さん（成績優秀者)、中澤利恵さん

（日本農芸化学会での発表がトピックス演題に

選定)、德田龍司くん（湖風会学生表彰、ウィン

ドサーフィン部の活動で模範的な成果）の3名

が学生表彰を受けた。東出さんは、謝辞総代者

として、自ら作文した謝辞を廣川能嗣学長に届

ける役割を果たした。また、3回生の中森麻由

さんと船原瑞穂さんが代表・副代表を務める近

江楽座ボランティアサークルHarmonyが、

「障害者の生涯学習支援活動」に係る文部科学

大臣表彰を受賞した。

　研究活動には制限のある条件下であったが、

上町達也准教授らの共同研究グループが、伊豆

諸島の青ヶ島に由来するガクアジサイのゲノム

の解読(https://www.usp.ac.jp/topics2/hydra

ngea/)、杉浦省三教授が、｢魚食文化復活の鍵を

握る『骨なし魚』の養殖」で第5回滋賀テック

グランプリ最終選考会パートナー企業賞を受賞

（https://www.usp.ac.jp/topics2/x201/）とい

う成果を上げられ、大学ホームページのNews&

Topicsに掲載された。

　このほかの特記事項としては、特別選抜の推

薦入試 Aでは本年度の入試から総合問題の出題

をやめて共通テストを導入したことが上げられ

る。志望動向にどのように影響するのか今後注

視する必要がある。3年次編入学試験も実施

し、1名が合格した。

　2月には、卒論・修論・博論の著者名と論文

タイトルを公開するかどうかで学部内で議論が

あった。ひとまず今年度は、学生に同意書を作

成させたうえで、環境科学部年報に氏名と題目

を掲載することになった。仮に論文タイトルが

全面的に不開示になった場合、研究活動を対外

的に示すものとして、学会発表や投稿論文の記

録がこれまでより重要となる。学部・学科の運

営にも大きく影響を与えると考えられる。本学

での学びにより成し遂げた卒業研究が、「公開

されると本人に不利益を及ぼす個人情報」とな

らず、学生たちが誇りを持って本学を巣立てる

ように、教員としても一層の努力が必要だと感

じた。

　最後に、この一年間、学科の先生方のご支援

に感謝するとともに、少しでも早く事態が収束

し、研究・教育活動が以前の通り実施できるこ

とを願って筆をおきたい。

　2020年度の在学生は博士前期課程29名、後

期課程11名であった。博士前期課程を7名が修

了、博士後期課程では9月に銭軍氏が学位論文

“Techniques for mass-culturing microalgae using 

anaerobic digestion effluent from over-growing and 

invasive aquatic macrophytes” により博士号（環境科

学）を取得した（詳細は本年報の抄録をお読み

ください）。またうれしいことに日本学術振興

会特別研究員(DC1)として久岡知輝君が、昨年

度の森井清仁君に続いて新たに採用された。

　大学院生の活躍としては、西平幸生君（2019

年3月修了）の研究によってコイに寄生するフ

タゴムシとフナ類に寄生するものが別種である

ことが突き止められ、その形態や遺伝的な違い

が明らかにされた。このうちコイに寄生するも

のをEudiplozoon kamegaii Nishihira et Urabe, 2020

（和名：コイフタゴムシ）と命名し，滋賀県草

津市を模式産地として新種記載、今年度に査読

付論文として掲載された。

　教員の研究としては上町達也准教授の所属す

る共同研究グループが、伊豆諸島の青ヶ島に由

環境動態学専攻のこの一年
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来するガクアジサイのゲノム解析を行い、ミズ

キ目のなかで初めて全ゲノムを解読した。また

丸尾らの共同研究グループ（名古屋大学・角皆

潤教授ら）が琵琶湖の謎のメタン濃集水塊の形

成メカニズムを解明し、夏季に亜表層に濃集し

ていたメタンの大部分は、沿岸域に広がる堆積

物中で生成されたものであることを明らかにし

た。また杉浦省三教授が第5回滋賀テックグラ

ンプリ最終選考会で「The養殖革命」「魚食文

化復活の鍵を握る『骨なし魚』の養殖」につい

てプレゼンテーションを行い、パートナー企業

賞を受賞した。

　今年度は昨年度末から続く新型コロナウィル

ス：COVID-19感染症の蔓延によってさまざま

な活動に制約があり、野外での研究活動をもっ

ぱら行う本専攻の大学院生にとっては大きな痛

手であったことは否めない。その中でも個々が

自分の可能な範囲で研究活動を進め、修了を予

定していた学生全員が無事に修士論文を提出で

きたことが何よりであった。留学生について

も、入国の許可がなかなか下りずに苦労した研

究生もおり、世界の現在の状況が研究活動に大

きな制約を与えていることは間違いない。一方

でそれを超えていこうとする様々な工夫もされ

ており、見方を変えるといい意味での変化を起

こすきっかけにもなったかもしれない。

　大学院入試についても受験者の安全確保、感

染の可能性がある受験生がいた場合の対応につ

いての議論がなされた。結果として9月、2月の

試験共に受験不可・追試希望となった学生はお

らず、予定通り試験を実施できたことは幸いで

あった。次年度以降は試験科目のうち英語につ

いてはTOEICスコアを採用することになり、今

まで以上に英語力を公平にはかることができる

と期待される。

　変化というと、環境科学部の実習調査船とし

て25年間、琵琶湖観測に活躍してきた「はっさ

か」が新船の建造に伴い、この3月で引退と

なった。環境科学研究科・環境科学部の実験実

習・研究調査だけでなく、工学部（水中微生物

探査)、人間文化学部（湖底遺跡の探索）などに

も利用いただいて成果を上げてきた。この4月

からは一回り大きくなった「はっさかⅡ」が代

わって就航する。｢はっさか」で培われたノウハ

ウと、改善点が盛り込まれており、これからの

実習・調査での利用が今から楽しみである。

　

　2020年度は、滋賀県立大学学位規程および大 

学院学則に基づき、論文提出によって１名（環

境 意匠研究部門）に博士（環境科学）の学位が

授与された。また、環境意匠研究部門では12 

名、地域環境経営研究部門では３名の学生が博

士前期課程を修了し、修士（環境科学）の学位

を授与された。 　

　環境意匠研究部門では修士論文、修士設計の

いずれかを選択するが、本年度は修士設計6

名、修士論文６名の提出があった。新型コロナ

ウィルスの感染が続いた状況での研究、特に海

外の建築・都市を対象にした研究は、渡航制限

もあり研究の遂行は困難を極めたと思うが、そ

のなかでも例年同様、綿密な調査・分析に基づ

いた研究・設計へと纏めていったことは特筆す

べきであろう。最終研究発表会では、発表者の

多様なテーマに対して質疑応答や批評が行わ

れ、2点の修士設計と1点の修士論文に優秀賞が

贈られることとなった。

　地域環境経営研究部門では、修了した学生の

うちそれぞれ１名が、資源・環境経済領域、環

境政策、環境システムの領域で、修士論文を提

出した。最終研究発表会は、新型コロナウィル

ス感染予防の観点から、オンラインで開催さ

れ、発表及び活発な質疑が行われた。

　なお、環境意匠研究部門の在籍学生数は、博

士 前期課程29名（M1：17名、M2：12名)、 博

士後期課程１名（ともに2021年3月31日時点、

休学学生含まず)、地域環境経営研究部門の在籍

学生数は、博士前期課程６名（M1：６名)、博

士後期課程１名であった（ともに2021年3月31

日時点、休学学生含まず）。
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とってよいものとなるように私としても努力し

ていきたい。

　2020年度は、コロナ禍対応に追われた一年で

あった。

　環境政策計画学科では4月に39人の入学者を

迎えた。しかし、4月7日に予定されていた入学

式は中止となった。授業の開始は、一旦、4月

22日に延期され、さらにその後、緊急事態宣言

が発出されるなどしたことから、5月11日に再

度延期された。その間、学生たちは自宅待機と

なった。また在学生オリエンテーションも延期

となった。それを受けて、「生きている・でき

る・ありがとう」と題した新入生・在学生への

学科長からのメッセージを、オンラインで公開

した（https://depp-usp.com/archives/5131)。

人影の少なくなった学内では、私の研究室の前

の草地でタヌキが昼寝するという珍事も起きた

（4月17日）。

　その間、学科では、遠隔授業開始に備えて、

全ての学生の自宅での情報機器・回線環境の個

別確認を行った。そして、いよいよ5月11日か

ら、遠隔授業が始まった。突然のオンライン化

によって、私は21世紀版「文明開化」の世界に

放り出されたように感じられた。大学情報シス

テム上にオンデマンドの授業資料をアップロー

ドし、毎授業毎に課題提出・回収を繰り返しな

がら、少人数クラスは、会議ソフトで行うこと

となった。学科では、遠隔授業期間中の学生の

状況を把握するため、アンケート調査を月に一

回行った。学生の方でも、遠隔授業に伴う個別

授業ごとの課題提出に追われて大変だったよう

であった。また通学が無くなったことが大きな

要因と思われるが、昼夜逆転してしまったとい

う学生も複数いた。毎日繰り返される通学が学

生の体調管理に大きな役割を果たしていること

を改めて認識した。

　なお、月例の学科会議は、感染防止策を取

り、開催場所を従来と比べはるかに広い演習室

に移して、基本的に対面で続けることができ

た。オンライン化の趨勢に合わせて、年度途中か

ら、会議資料はオンラインで提出・保管するこ

とに決まり、会議のペーパーレスが実現した。

　例年開催されている5月と9月の卒業研究中間

発表会は、オンラインで行われた。パソコン等

の画面を見ながらの発表・試聴・意見交換に

は、対面以上の集中力を要するため、4回生・

教員を二つのグループに分けて、実施した。そ

れぞれのグループの発表会を録画して、自分の

参加しなかったグループの発表を後で見られる

ようにした。学生たちのオンライン技術の習熟

は早く、基本的には円滑に行われた。他方、二

つのグループに分けたために、コメントできる

教員の数が実質的に減少するとの影響もあっ

た。

　オープンキャンパスは、全学でオンライン対

応となったが、当学科でも、学科ホームページ

上の特設コーナーを8月31日から公開し、学

科・学生紹介ビデオの提供、教員・卒業研究紹

介を行った。学科・学生紹介のビデオは、学生

たちが作成したが、高水準のものとなった。

（https://depp-usp.com/archives/5299)。　

　後期から授業をほぼ対面で行えるようになっ

たので、ほっとした。大都市圏等では、キャン

パス閉鎖が一年間続いた大学も多かったことと

比べると、幸いであった。ただし、感染予防に

注意しなければならず、少人数クラスは、

Zoom等遠隔の双方向授業で行う場合が多かっ

たと思う。例年であれば、私は少人数クラスで

はお茶を入れて、くつろいでもらいながら学生

たちと議論していた。しかし本年度は、それが

できなかったことは残念であった。

　コロナ禍の影響は、卒業研究にも及んだ。従

来であれば現場を訪れて関係者に面談する場合

が多いが、2021年度は、コロナ禍のため、面談

を電話インタビュー等に変えざるを得なかった

場合も多かった。また、調査対象によっては、

コロナ禍の影響を強く受けた業種・現場もあっ

たため、研究計画を一部見直さざるをえない学

　環境生態学科では４月に 35人の入学者を迎え

た。2年生と3年生は共に30名である。4年生以

上の33名の内、31名が卒業し2名は残念ながら

退学した。新型コロナ感染症が流行して景気が

低迷する中、就職環境は例年に比べて厳しかっ

たが、卒業生の中の就職希望者が全員就職でき

たのは学科長として喜びである。

　この1年は、新型コロナウイルス感染症の流

行に振り回された。前期授業は、開始が遅れた

上に、ほとんどの講義が遠隔講義となった。学

生も教員も初めての経験で手探り状態での講義

の実施であった。本学および本学科の特徴でも

ある、野外での対面での実験・講義や調査を、

学生に経験させてやれなかったのは非常に残念

であった。幸い、後期においては、対面授業を

当初はやることができた。しかし、それも1月

に入って、首都圏や関西圏等に緊急事態宣言が

出されたため遠隔講義に切り替えとなった。卒

業研究における指導も、パソコン等の画面を通

した遠隔の指導が多くなり、実験や調査におけ

るコツを含めた注意事項を伝えるのに苦労し

た。学生も指導する教員も、もどかしい思いを

何度も味わったと思う。そういう状況にも関わ

らず、4年間の学生生活の締めくくりともいえ

る卒業論文発表会の内容は、例年に勝るとも劣

らないものであった。逆境を乗り越えた卒業生

たち、および指導した教員たちを誇りに思う。

　新型コロナウイルス感染症は学生生活を変え

た。｢三密」を避けるため、多人数による宴会は

避けるべきこととなり、学生食堂には、1席毎

に仕切りが設けられ、｢黙食（だまって食べるこ

と）」が推奨された。部・サークル活動も大き

く制限された。私自身も、食堂で食事をしなが

ら学生たちと会話するのが密かな楽しみであっ

たがそれができなくなった。約40年前になる自

身の学生生活を思い返すと、食堂やコンパ（宴

会）や下宿先の狭い部屋での友人同士との会

が、大きな楽しみでありストレス発散であり、

人格の形成や学業への向上心につながっていた

と思う。新型コロナウイルス感染症対策の名の

下に、その機会を奪ってしまったことに忸怩た

る思いがある。もちろん、今の学生たちには、

SNS等、私の学生時代にはなかった新たな意思

疎通（コミュニケーション）の手段がある。し

かし、対面して相手や場の様子を感じながらの

会話以上に、効率的な意思疎通の手段はない筈

であり、その機会を奪ってしまったことは問題

だろう。｢ポストコロナ」という何となく耳障り

のよい言葉の下で、引き続きその機会を無批判

に奪い続けることがあるとすれば，それはよろ

しくないと考える。就職する場合はもちろん、

進学する場合においても、意思疎通の能力は必

要とされるからである。

　1995年の開学以来、長く本学科の琵琶湖にお

ける調査研究に使われてきた調査実習船「はっ

さか」（全長12.6m、定員18名）が耐用年数に

達し、新しい船（全長15m、定員24名）が来年

度から本格運用される。名前を公募した結果、

「はっさかⅡ（にせい）」となった。｢はっさか

Ⅱ」は大きくなり安全性も増した。結果とし

て、今までの「はっさか」では、風速5m/s以下

でないと出航できなかったのが、「はっさか

Ⅱ」では、風速5m/sを越えて7m/s程度までな

ら出航できる見込みである。遮る物のない琵琶

湖の上では、風速5m/sとなることはよくあり、

快晴なのに出航できないことがよくあった。収

容人数が増えたこともあり、｢はっさかⅡ」に

よって、より効率的に教育・研究が行えること

になると確信している。

　教員組織と教育組織を分離する「教・教分

離」が、2020年度におけるいくつかの準備作業

を経て、当初計画（滋賀県立大学第3期中期計

画）から1年遅れで2021年度から始まる。大学

における学部-学科といった教育組織と一体と

なっている教員を、別の組織（滋賀県立大学で

は「〇〇研究院」）に所属させる形を取ること

で、教員の身分に配慮する必要なく、社会・時

代の要求に合った教育組織（大学組織）の改革

を行おうとするのが「教・教分離」の目的であ

ると私は理解している。いずれ行われるであろ

う滋賀県立大学の改革が、学生および教職員に

生たちもいた。

　コロナ禍の困難のなかでも、ほとんどの4回

生が卒業研究を完成することができた。2月2

日、3日、卒業研究の研究審査会を、例年通り

交流センターホール（定員600名）にて、対面

で行えたのは幸いであった。ドアを開けて換気

を確保しつつの開催であった。その際、希望す

る者にはリモートでの発表も認めるハイブリッ

ド形式とした。ただし、例年であれば、3回生

も傍聴する習わしであったが、感染予防のた

め、出席者を4回生と教員（計約50名）に絞ら

ざるをえなかった。

　3月には、瀧准教授が優秀職員として学長か

ら表彰された。理論・実務ともに精通した流域

治水政策の研究者として認められており、水害

や国土交通省の「流域治水」への政策転換に関

連し、新聞・専門誌・テレビに多数出演し、本

学の地に足のついた研究姿勢を広く一般に伝え

るとともに、知名度向上に大きく貢献したこと

が、学部長からの推薦の趣旨であった。

　令和3年度は、9月卒業1名を加え、40名が卒

業した（https://depp-usp.com/archives/5582)。

　令和3年度入試（一般選抜）の志願倍率につ

いては、前期日程6.3倍、後期日程12.9倍と高め

であった。隔年で見られる倍率変動に加えて、

コロナ禍で大都市の大学で多かったキャンパス

長期閉鎖の影響もあったかもしれない。

　2019年度末に伊丹清講師が退職され、その後

任として鄭新源講師を迎えて、本学科教員定数

の14名で2020年度がスタートした。鄭先生

は、韓国の嘉泉大学校一般大学院を修了後、韓

国の建築設計事務所に勤務され、その後、東京

大学大学院博士課程を経て、日建設計総合研究

所と千葉大学・東京理科大学で環境工学に関す

る研究に従事された。オフィスビルや公共施設

での光環境や温熱環境の測定と執務者に対する

環境心理のアンケート調査など、より良い室内

環境づくりを目標として建築環境工学の幅広い

分野で研究を行ってこられ、建築環境工学に関

する研究と実践教育両面で優秀な人材として、

本学科のスタッフの一員に加わっていただい

た。しかし、2019年度末からの新型コロナウイ

ルス感染症拡大の影響で、伊丹先生の退職記念

祝賀会や鄭先生の歓迎会が開催できなかったの

は、非常に残念であった。

　2020年度は、新型コロナウイルス感染症に振

り回された1年であった。2019年3月末時点

で、大学からは、感染防止対策を実施した上で

4月8日に通常授業を開始できるよう準備の指示

があったが、本学科では、4月17日まで対面授

業を行わない方針を検討していた。その後、前

期授業開始を4月22日とすることが大学から周

知されたが、本学科では、5月11日まで対面授

業は行わない方針を決定した（4月22日～5月

10日は課題等で対応）。さらに、4月9日には、

本学科の学生に対する教員メッセージを学科HP

で公開した（学生に向けた学長・副学長メッ

セージの公開は4月17日）。学科学生の通信環

境に関するアンケートも全学に先行して実施し

たが、このような機動的かつ柔軟な対応は学科

教員の発案によるものであり、そのおかげで、

本学科では全学に先んじたコロナ対応をとるこ

とができた。最終的には、大学全体で前期授業

は原則、遠隔授業となった。授業開始当初には

学生・教員ともに遠隔授業に戸惑う場面もあっ

たが、早めの準備が奏功し、本学科特有の設計

系の演習科目でも大きな混乱もなく遠隔授業に

対応することができた。

　後期には対面授業に戻ったが、感染再拡大の

影響で1月に再度、遠隔授業対応となった。本

学科の最大のイベントである卒業研究・卒業制

作発表会も、その実施方法について、開催直前

まで協議が続けられ、最終的に、対面と遠隔の

ハイブリッド形式での実施となった。例年とは

異なる実施方法のため、いくつかの問題点も

あったが、全体としては順調に実施されたと言

える。学科として、この種の発表会をハイブ

リッド形式で実施する上での貴重な経験にも

なった。この発表会では56名の学生が発表を

行ったが、コロナ禍の状況にもかかわらず、確

たる自分の信念を持ちながら、1年間地道にか

つ丁寧に課題に取り組み、優れた成果をあげた

ものも見られた。

　新型コロナウイルス感染症は災厄であるが、

それによって、学生・教員は、少なくとも1年

前に比べて、オンライン会議・授業のスキルを

相当にアップさせている。この困難な状況が、

人の成長や社会・組織の発展のチャンスである

と捉えたい。

　2020年度、生物資源管理学科では、4月に住

田卓也先生が講師として着任され、教員18名の

メンバーでスタートを切った。住田先生は植物

病理学がご専門で、植物病原糸状菌を中心とし

て、微生物農薬の開発、病原菌の感染制御メカ

ニズムの解明等の研究を行っている。入学者62

名を迎え、平穏に新学期を迎えた。・・・となる

はずであったが、実際には、2019年末から拡大

したCOVID-19パンデミックの対応に追われて

右往左往しているうちに、あっという間に1年

が経過したというのが正直なところである。

　この原稿を書くために本年度の記録を改めて

確認していたところ、4月1日の学科長着任の挨

拶として学科教員に送ったメールに「4月19日

までは大学に来ないように、学部生・大学院生

に周知徹底をお願いします」と書かれており、

当時の緊迫した雰囲気を思い出した。「4月6日

の臨時学科会議の予備メール会議」の記録で

は、｢4月20、21日に実施するオリエンテーショ

ンの内容は予定通りでいいか」｢動植物管理のた

めに学生を登校させる際の基準は？」｢現段階で

不明な点、事務局への問い合わせ項目のとりま

とめ」などが協議されていた。本学科の教員

が、研究室の学生の状況を熟考し、場合によっ

ては他大学から情報収集し、この困難な中でど

のように研究・教育活動を行うかを真剣に考え

て議論してきたことの貴重な記録ではないかと

思った。入学式の式典中止、オリエンテーショ

ンの中止、それに引き続いて前期授業開始が延

期となることを受け、学科では学生へ学科ホー

ムページ等を用いて情報発信を行った。学科教

員の寄せ書きを急きょ準備、4月15日付で配信

した。インターネット環境に関する学科アン

ケートも4月20日の段階でとりまとめた。

　教員間で情報交換すべきことは多いが、県外

から公共交通機関で通勤している教員も少なく

ない中、会議のために一つの部屋に集まること

自体がクラスター発生のきっかけとなることが

危惧された。4月定例学科会議は、来学可能な

者は対面での会議に出席、参加できない者は

メール参加とした。5月以降は、入試関連な

ど、オンラインでは資料の共有が難しい議題な

どについてまず対面で審議、そのあと各自の研

究 室 に 戻 っ て Z o o m （ 7 月 ま で ） も し く は

Microsoft Teams（9月以降）に移行して遠隔で

会議を継続するという「時間差ハイブリッド」

形式により学科会議を実施していた。

　5月11日に前期講義が遠隔で開始したが、そ

の直後の学生からのレスポンスは「体育や実験

実習などが遠隔の座学で終わってしまい悲し

い」「やりがいを感じられない」「パソコンの

画面を見すぎて目が痛い」など、読んでいる教

員の側も辛くなるような内容であった。課題の

やりとりの際の通信トラブルなども頻発してお

り、遠隔講義のトラブルシューティングで悪戦

苦闘の日々であった。

　このように、波乱の中で進行していった2020

年度であったが、夏が近づくにつれて遠隔講義

のノウハウも徐々に蓄積、集中式の対面の実習

が始まり、後期は制限があるものの、ともかく

対面式の講義・実習を行うことができた。本学

科は、環境科学部で一学年当たりの人数が最も

多いこともあり、三密回避対策に特に配慮する

ことが必要であった。年明けからは再度状況が

悪化して遠隔に逆戻りとなった。

　卒論発表会は、Microsoft Teamsを用い、3つ

の「部屋」で同時進行する形で実施した。実質

半年程度の研究活動でも、研究計画がきちんと

立てられていればまとまった成果が上げられる

こと、また、遠隔でも卒業研究を十分プレゼン

テーションできるという感触を持った。一方、

音声が流れなかったり、パワーポイントの画面

が固まったり、録画のスタートボタンの押し忘

れなど小さな運営上のトラブルは時々起こって

いた。あたふたする教員を尻目に、座長を務め

る大学院生が冷静に対処していたのが印象的で

あった。

　3月20日には学位記交付式を交流センターで

実施し、72名の卒業生を送り出した。卒業生で

は、東出真帆さん（成績優秀者)、中澤利恵さん

（日本農芸化学会での発表がトピックス演題に

選定)、德田龍司くん（湖風会学生表彰、ウィン

ドサーフィン部の活動で模範的な成果）の3名

が学生表彰を受けた。東出さんは、謝辞総代者

として、自ら作文した謝辞を廣川能嗣学長に届

ける役割を果たした。また、3回生の中森麻由

さんと船原瑞穂さんが代表・副代表を務める近

江楽座ボランティアサークルHarmonyが、

「障害者の生涯学習支援活動」に係る文部科学

大臣表彰を受賞した。

　研究活動には制限のある条件下であったが、

上町達也准教授らの共同研究グループが、伊豆

諸島の青ヶ島に由来するガクアジサイのゲノム

の解読(https://www.usp.ac.jp/topics2/hydra

ngea/)、杉浦省三教授が、｢魚食文化復活の鍵を

握る『骨なし魚』の養殖」で第5回滋賀テック

グランプリ最終選考会パートナー企業賞を受賞

（https://www.usp.ac.jp/topics2/x201/）とい

う成果を上げられ、大学ホームページのNews&

Topicsに掲載された。

　このほかの特記事項としては、特別選抜の推

薦入試 Aでは本年度の入試から総合問題の出題

をやめて共通テストを導入したことが上げられ

る。志望動向にどのように影響するのか今後注

視する必要がある。3年次編入学試験も実施

し、1名が合格した。

　2月には、卒論・修論・博論の著者名と論文

タイトルを公開するかどうかで学部内で議論が

あった。ひとまず今年度は、学生に同意書を作

成させたうえで、環境科学部年報に氏名と題目

を掲載することになった。仮に論文タイトルが

全面的に不開示になった場合、研究活動を対外

的に示すものとして、学会発表や投稿論文の記

録がこれまでより重要となる。学部・学科の運

営にも大きく影響を与えると考えられる。本学

での学びにより成し遂げた卒業研究が、「公開

されると本人に不利益を及ぼす個人情報」とな

らず、学生たちが誇りを持って本学を巣立てる

ように、教員としても一層の努力が必要だと感

じた。

　最後に、この一年間、学科の先生方のご支援

に感謝するとともに、少しでも早く事態が収束

し、研究・教育活動が以前の通り実施できるこ

とを願って筆をおきたい。

　2020年度の在学生は博士前期課程29名、後

期課程11名であった。博士前期課程を7名が修

了、博士後期課程では9月に銭軍氏が学位論文

“Techniques for mass-culturing microalgae using 

anaerobic digestion effluent from over-growing and 

invasive aquatic macrophytes” により博士号（環境科

学）を取得した（詳細は本年報の抄録をお読み

ください）。またうれしいことに日本学術振興

会特別研究員(DC1)として久岡知輝君が、昨年

度の森井清仁君に続いて新たに採用された。

　大学院生の活躍としては、西平幸生君（2019

年3月修了）の研究によってコイに寄生するフ

タゴムシとフナ類に寄生するものが別種である

ことが突き止められ、その形態や遺伝的な違い

が明らかにされた。このうちコイに寄生するも

のをEudiplozoon kamegaii Nishihira et Urabe, 2020

（和名：コイフタゴムシ）と命名し，滋賀県草

津市を模式産地として新種記載、今年度に査読

付論文として掲載された。

　教員の研究としては上町達也准教授の所属す

る共同研究グループが、伊豆諸島の青ヶ島に由

来するガクアジサイのゲノム解析を行い、ミズ

キ目のなかで初めて全ゲノムを解読した。また

丸尾らの共同研究グループ（名古屋大学・角皆

潤教授ら）が琵琶湖の謎のメタン濃集水塊の形

成メカニズムを解明し、夏季に亜表層に濃集し

ていたメタンの大部分は、沿岸域に広がる堆積

物中で生成されたものであることを明らかにし

た。また杉浦省三教授が第5回滋賀テックグラ

ンプリ最終選考会で「The養殖革命」「魚食文

化復活の鍵を握る『骨なし魚』の養殖」につい

てプレゼンテーションを行い、パートナー企業

賞を受賞した。

　今年度は昨年度末から続く新型コロナウィル

ス：COVID-19感染症の蔓延によってさまざま

な活動に制約があり、野外での研究活動をもっ

ぱら行う本専攻の大学院生にとっては大きな痛

手であったことは否めない。その中でも個々が

自分の可能な範囲で研究活動を進め、修了を予

定していた学生全員が無事に修士論文を提出で

きたことが何よりであった。留学生について

も、入国の許可がなかなか下りずに苦労した研

究生もおり、世界の現在の状況が研究活動に大

きな制約を与えていることは間違いない。一方

でそれを超えていこうとする様々な工夫もされ

ており、見方を変えるといい意味での変化を起

こすきっかけにもなったかもしれない。

　大学院入試についても受験者の安全確保、感

染の可能性がある受験生がいた場合の対応につ

いての議論がなされた。結果として9月、2月の

試験共に受験不可・追試希望となった学生はお

らず、予定通り試験を実施できたことは幸いで

あった。次年度以降は試験科目のうち英語につ

いてはTOEICスコアを採用することになり、今

まで以上に英語力を公平にはかることができる

と期待される。

　変化というと、環境科学部の実習調査船とし

て25年間、琵琶湖観測に活躍してきた「はっさ

か」が新船の建造に伴い、この3月で引退と

なった。環境科学研究科・環境科学部の実験実

習・研究調査だけでなく、工学部（水中微生物

探査)、人間文化学部（湖底遺跡の探索）などに

も利用いただいて成果を上げてきた。この4月

からは一回り大きくなった「はっさかⅡ」が代

わって就航する。｢はっさか」で培われたノウハ

ウと、改善点が盛り込まれており、これからの

実習・調査での利用が今から楽しみである。

　

　2020年度は、滋賀県立大学学位規程および大 

学院学則に基づき、論文提出によって１名（環

境 意匠研究部門）に博士（環境科学）の学位が

授与された。また、環境意匠研究部門では12 

名、地域環境経営研究部門では３名の学生が博

士前期課程を修了し、修士（環境科学）の学位

を授与された。 　

　環境意匠研究部門では修士論文、修士設計の

いずれかを選択するが、本年度は修士設計6

名、修士論文６名の提出があった。新型コロナ

ウィルスの感染が続いた状況での研究、特に海

外の建築・都市を対象にした研究は、渡航制限

もあり研究の遂行は困難を極めたと思うが、そ

のなかでも例年同様、綿密な調査・分析に基づ

いた研究・設計へと纏めていったことは特筆す

べきであろう。最終研究発表会では、発表者の

多様なテーマに対して質疑応答や批評が行わ

れ、2点の修士設計と1点の修士論文に優秀賞が

贈られることとなった。

　地域環境経営研究部門では、修了した学生の

うちそれぞれ１名が、資源・環境経済領域、環

境政策、環境システムの領域で、修士論文を提

出した。最終研究発表会は、新型コロナウィル

ス感染予防の観点から、オンラインで開催さ

れ、発表及び活発な質疑が行われた。

　なお、環境意匠研究部門の在籍学生数は、博

士 前期課程29名（M1：17名、M2：12名)、 博

士後期課程１名（ともに2021年3月31日時点、

休学学生含まず)、地域環境経営研究部門の在籍

学生数は、博士前期課程６名（M1：６名)、博

士後期課程１名であった（ともに2021年3月31

日時点、休学学生含まず）。

環境計画学専攻のこの一年

白井　宏昌
環境計画学専攻長
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